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町民の安全・安心が
確保できた予算執行！

昔より紙面が明る
くなって読みやす
いです。

議会だよりに一言！

一言インタビュー

Ｔ．Ｙさん (50 歳 )

 ９月
定例会
９月１日～ 13 日

柏原漁港西防波堤柏原漁港西防波堤

改修工事　改修工事　３３０４万円３３０４万円

子育て世帯臨時特別給付金子育て世帯臨時特別給付金
２億１３４０万円２億１３４０万円

芦屋港活性化推進事業費芦屋港活性化推進事業費
２１７４万円２１７４万円

老人憩の家指定管理料老人憩の家指定管理料
２７６１万円２７６１万円

令
和
３
年
度
決
算

賛

否

一

覧

表

10

月

臨

時

会

条
例
・
補
正
予
算
・
そ
の
他

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ②令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号



Ｈ . Ｏさん（40 歳）Ｍ . Ｋさん（56 歳）

どんな活動をされている
かが分かるので、どんど
ん発信してほしい。

主権者教育の推進に向け、
小・中・高校生向けのペー
ジがほしい。

巡回バス・タウンバス町内運行事業費巡回バス・タウンバス町内運行事業費
１億９５０万円１億９５０万円

緑ヶ丘団地エレベーター緑ヶ丘団地エレベーター

設置工事（６棟）設置工事（６棟）
５０９０万円５０９０万円

小中学校 ICT 事業費小中学校 ICT 事業費
７７００万円７７００万円

地域情報伝達システム整備工事地域情報伝達システム整備工事
３億１８２３万円３億１８２３万円

令和３年度一般会計決算
総額８９億６３４６万円
（前年度比１６億１１９９万円減）

（１万円未満は切り捨て）

令
和
３
年
度
決
算

賛

否

一

覧

表

10

月

臨

時

会

条
例
・
補
正
予
算
・
そ
の
他

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや③ 令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号



バ
ス
運
行
事
業
に
対
す
る
町
の

負
担
額
は
い
く
ら
か
。

タ
ウ
ン
バ
ス
と
巡
回
バ
ス
の

運
行
に
伴
う
町
の
負
担
額
は
、

運
賃
収
入
や
補
助
金
を
除
き
、
約

２
７
０
０
万
円
で
あ
る
。

１
０
０
円
バ
ス
の
負
担
金
お
よ

び
試
行
運
転
の
方
向
性
は
ど
う

な
る
の
か
。

１
０
０
円
バ
ス
運
行
に
伴
う
北

九
州
市
営
バ
ス
へ
の
負
担
金
は

２
４
０
万
円
で
あ
る
。
令
和
２
年
度
６

月
か
ら
試
行
し
て
お
り
、
利
用
者
数
な

ど
の
調
査
か
ら
、
本
実
施
か
廃
止
か
試

行
継
続
か
を
含
め
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
検
討
す
る
。

電
子
図
書
館
は
検
討
し
て
い
る

の
か
。

令
和
３
年
度
に
岡
垣
町
が
導
入

し
て
い
る
の
で
、
現
在
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
る
。
電
子
図
書
館
は
、

新
た
に
図
書
館
を
造
る
イ
メ
ー
ジ
と
言

わ
れ
て
い
て
、
既
存
図
書
館
の
利
用
状

況
か
ら
、
町
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
か
ど

う
か
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。令

和
３
年
度
空
家
等
実
態
調
査

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
こ
の

調
査
結
果
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
。

空
き
家
の
所
有
者
に
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
や
老
朽
家
屋
解
体
補

助
金
制
度
の
チ
ラ
シ
を
配
付
す
る
。

前
年
に
比
べ
て
利
用
者
数
は
増

加
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、

寿
楽
荘
は
ボ
イ
ラ
ー
の
故
障
で
利
用
で

き
ず
利
用
者
減
や
今
後
も
改
修
が
必
要

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
参
考
に
早
期
に
今
後
の
方
向

性
を
決
断
す
べ
き
で
は
。

18
歳
以
上
の
１
５
０
０
人
の
住

民
と
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
。今
年
度
に
結
果
を
分
析
し
、

早
め
に
決
断
し
た
い
。

　
※
ボ
イ
ラ
ー
は
10
月
に
改
修
済
み

答問

問答 ◆
移
住
定
住
促
進

　
　
　
　（
３
６
７
０
万
円
）

一言インタビュー
議会活動の内容が分か
りやすくて良い。芦屋
町のＰＲ活動に力を。

Ｉ．Ｈさん（67 歳）

議会だよりに一言！

問答 ◆
図
書
館
の
利
用
促
進

　
　
　
　（
１
７
９
０
万
円
）

問答

　
収
入
で
は
、
過
疎
対
策
事
業
ハ
ー
ド

分
・
ソ
フ
ト
分
で
の
有
効
的
活
用
、
徴

収
強
化
に
よ
る
徴
収
率
の
向
上
、
芦
屋

町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
増
額
。

　
支
出
で
は
、
地
域
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
整
備
に
よ
る
町
内
全
域
へ
の
情
報
配

信
、
防
災
士
育
成
事
業
で
の
新
た
な
防

災
士
誕
生
に
よ
る
安
全
対
策
の
強
化
、

公
園
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遊
具
整
備
工
事
に

よ
る
安
心
・
安
全
な
遊
具
の
確
保
な
ど
、

費
用
対
効
果
を
意
識
し
た
施
策
が
多
数

実
施
さ
れ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
た
め

賛
成
す
る
。
　

賛
成
討
論

徴
収
率
の
向
上
や
芦
屋
町
独
自

の
支
援
策
が
評
価
で
き
る

　
本
田
浩
議
員

問答

◆
住
民
の
交
通
手
段
　
　

　
バ
ス
運
行
事
業

　   

（
１
億
９
５
０
万
円
）

◆
老
人
憩
の
家
運
営
費  

　
　
　
　（
２
７
６
１
万
円
）

決
算
こ
こ
は

      

ど
う
な
っ
て
い
る
？

・質疑とは

アッシーの
　議会豆知識

・討論とは
　自分の考えに反対す

る議員や賛否を決めか

ねている議員に対し、

賛同してもらうために

意見を表明すること。

　議会で審議する案件

を本会議や委員会でた

だすこと。

？

決 算

質 疑

令
和
３
年
度
決
算

賛

否

一

覧

表

10

月

臨

時

会

条
例
・
補
正
予
算
・
そ
の
他

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ④令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号



Ｓ . Ｉさん（62 歳）

毎回興味をもって見て
います。次回も発行を
楽しみにしています。

吹き出しの町民の声が目
に留まり毎回「ほのぼの」
と感じている。

Ｔ . Ｉさん（80 歳）

フ
レ
イ
ル
予
防
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配
付

状
況
は
。

令
和
３
年
度
は
申
請
の
あ
っ
た

65
歳
以
上
の
世
帯
に
３
０
８
枚

配
付
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
健
康

教
室
や
介
護
事
業
所
に
配
付
す
る
な

ど
、
配
付
方
法
を
変
更
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
の
配
付
な
ど
、
今
後
も
周
知

し
広
く
配
付
し
て
い
き
た
い
。

※
フ
レ
イ
ル
と
は

　
年
齢
を
重
ね
る
と
誰
も
が
感
じ
る
虚

　
弱
の
状
態
の
こ
と

利
用
状
況
は
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
１
人
３
回
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
１
人
２
回

の
利
用
が
あ
っ
た
。

利
用
者
が
少
な
い
の
は
、
周
知

や
利
用
料
金
な
ど
が
要
因
か
。

周
知
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

が
最
大
の
原
因
と
考
え
る
。
今

後
の
状
況
を
見
な
が
ら
利
用
し
や
す
い

事
業
に
改
善
し
て
い
き
た
い
。

◆
産
後
の
お
母
さ
ん
の

　
　
心
と
体
を
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　（
７
万
円
）

問答

◆
高
齢
者
の
虚
弱
体
質
改
善

　
　
　
　
　（
２
９
７
万
円
）

問

問

答

答

　
各
部
署
で
管
理
し
て
い
る
私
債
権

（
住
宅
使
用
料
・
学
校
給
食
費
・
奨
学

金
な
ど
）
の
滞
納
整
理
の
手
続
き
を
統

一
し
、
効
率
的
か
つ
適
正
な
滞
納
整
理

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例
を
制

定
し
ま
す
。

徴
収
が
厳
し
く
な
っ
て
、
民
間

の
債
権
回
収
と
同
じ
よ
う
に
な

る
の
で
は
。

滞
納
者
の
中
に
は
払
わ
な
い
者

と
払
え
な
い
者
が
存
在
す
る
。

債
務
者
が
無
資
力
な
ど
の
理
由
に
よ
っ

て
納
入
で
き
な
い
場
合
は
、
履
行
期
間

の
延
期
の
特
約
が
あ
る
。

　 答 問 ◆
芦
屋
町
私
債
権
管
理
条
例

を
制
定

花美坂のサロン事業

条 例

　
こ
の
条
例
に
よ
り
債
権
回
収
の
強
化

が
図
ら
れ
、
差
し
押
さ
え
な
ど
が
進
む

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
昨
年
の
差
し
押

さ
え
は
１
０
３
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

条
例
に
よ
り
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。

　
町
の
行
う
債
権
回
収
は
民
間
の
債
権

回
収
と
同
じ
で
は
な
い
。「
町
民
生
活

を
守
る
」
と
い
う
視
点
が
最
大
限
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
民
に
し
っ
か
り
寄
り
添
い
、
生
活
再

建
ま
で
支
援
を
尽
く
す
こ
と
が
必
要
だ
。

反
対
討
論

よ
り
一
層
の
徴
収
強
化
に

つ
な
が
る

川
上
誠
一
議
員

公園で遊ぶお母さんと赤ちゃん

令
和
３
年
度
決
算

賛

否

一

覧

表

10

月

臨

時

会

条
例
・
補
正
予
算
・
そ
の
他

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑤ 令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号



　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
美
化
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を
図
り
、
町
の
施
策

へ
の
協
力
と
提
言
を
行
い
、
清
潔
で
美

し
い
町
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

委
員
の
委
嘱
で
町
長
が
適
当
と

認
め
る
者
と
は
。

委
員
会
の
所
掌
事
務
に
飼
い
主
の

い
な
い
猫
の
事
項
も
あ
る
の
で
、

弁
護
士
や
獣
医
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
芦
屋
町
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会

の
所
掌
事
務
に
、
芦
屋
町
再
犯
防
止
推

進
計
画
の
策
定
と
推
進
に
関
す
る
事
項

を
追
加
し
ま
す
。

再
犯
防
止
の
施
策
と
は
。

再
犯
防
止
の
施
策
は
就
労
・
住

居
・
保
健
医
療
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
社
会
復
帰
の
支
援
を
考

え
る
上
で
総
合
的
な
取
り
組
み
と
な
る
。

再
犯
防
止
の
計
画
を
策
定
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
保
護
司
や
警
察

Ｏ
Ｂ
な
ど
専
門
の
委
員
が
必
要
で
は
。

現
在
の
委
員
で
策
定
す
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
が
、
計
画
の
素

案
は
保
護
司
と
連
携
を
取
っ
た
中
で
確

認
し
て
い
く
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
専

門
家
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
考
え
る
。

▽
落
札
業
者
　

　
　
溝
江
建
設(

株)

▽
落
札
金
額

　
　
５
億
７
９
４
４
万
７
０
０
０
円
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
消
費
税
込
み
）

入
札
参
加
者
の
辞
退
理
由
に
技

術
者
配
置
困
難
と
あ
る
が
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

工
事
の
入
札
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

条
件
を
付
け
て
い
て
、
専
任
の

技
術
者
な
ど
を
配
置
す
る
と
い
っ
た
条

件
も
あ
る
。
入
札
参
加
業
者
は
他
の
工

事
も
受
注
し
て
い
く
た
め
、
芦
屋
町
に

受
注
し
て
も
技
術
者
の
配
置
が
で
き

ず
、
事
前
に
辞
退
し
た
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

一言インタビュー
長い文書は読む気
になれない。

Ｙ . Ｏさん（82 歳）

議会だよりに一言！

令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号

条 例

契 約

◆
芦
屋
町
環
境
美
化
推
進
委

員
会
設
置
条
例
を
制
定

◆
芦
屋
釜
の
里
収
蔵
展
示

施
設
改
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結

問答

問答

　
芦
屋
町
環
境
美
化
推
進
委
員
会
を
条

例
に
基
づ
く
町
の
付
属
機
関
と
し
て
設

置
し
直
す
こ
と
で
、
芦
屋
町
に
お
け
る

環
境
美
化
の
促
進
や
そ
の
保
持
が
よ
り

図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
ま
た
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
問
題

で
は
多
く
の
町
民
か
ら
環
境
被
害
の
訴

え
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
所
掌

事
務
に
加
え
、
さ
ら
に
必
要
な
時
に
は

委
員
の
中
に
獣
医
師
や
弁
護
士
な
ど
の

専
門
家
の
参
加
も
想
定
し
て
お
り
、
よ

り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
清
潔
で
美
し

い
町
づ
く
り
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
る
。

賛
成
討
論

飼
い
主
の
い
な
い
猫
問
題
の

早
期
改
善
に
期
待

萩
原
洋
子
議
員

◆
再
犯
の
防
止
等
に
関
す

る
施
策
を
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
条
例
を
改
正

問答

問答

条
例
制
定
で

      

な
に
が
変
わ
る

？

・条例とは

アッシーの
　議会豆知識

　地方公共団体の議会

が制定する法規。国の

法律に違反しない範囲

内で制定することがで

きるもの。

？

令
和
３
年
度
決
算

賛

否

一

覧

表

10

月

臨

時

会

条
例
・
補
正
予
算
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Ｙ . Ｔさん（53 歳）

以前と比べたら紙面
が明るく読みやすく
なった。

議員さんの活動で芦屋町
のことが知れてもっと好
きになっています。

Ｒ . Ｉさん（61 歳）

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

の
詳
細
は
。

35
％
プ
レ
ミ
ア
ム
で
総
額

１
億
５
０
０
０
万
円
、
う
ち
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
が
２
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

あ
し
や
砂
像
展
実
行
委
員
会
補

助
金
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

テ
ン
ト
設
営
や
型
枠
設
置
な
ど

物
価
高
騰
に
よ
る
委
託
料
の
値

上
が
り
で
あ
る
。

⑤ 令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　新型コロナウイルスオミクロン株対応　　　　
　ワクチン接種費用 ８０５０万円

　商工会補助金
　　プレミアム商品券発行事業に係る経費を商工会に補助 ３７５０万円

　創業促進支援事業補助金
　　町内で新たに創業を行う人が増加したため予算を増額 ６５０万円

　空き店舗等活用事業補助金
　　町内の空き店舗を活用して創業を行う人が増加したた

　　め予算を増額
２０９万円

　あしや砂像展実行委員会補助
　　物価高騰により必要経費が増額となり予算を増額 ５６５万円

　芦屋東小学校特別支援学級整備工事 ー

　備品購入
　　学童クラブにWi-Fi 環境を整備するための必要な機器

　　を購入
ー

※ 1万円以下は切り捨て。
※工事費と備品購入費は契約事項のため金額の公表を行っていません。

補 正
予 算

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
な
ど

１
億
６
７
０
０
万
円
の
増
額
補
正

問答問答

砂像制作風景
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一言インタビューあまり読んでいない
ので、これから読も
うかな。

Ｉ . Ｋさん（40 代）

議会だよりに一言！

　
６
月
21
日
（
火
）
妹
川
議
員
が
産
業

観
光
課
窓
口
で
職
員
と
対
話
中
に
激
高

し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
怒
声
を
上
げ

た
行
為
に
よ
り
、
７
月
21
日
（
木
）
町

長
か
ら
「
妹
川
議
員
の
怒
声
は
、
産
業

観
光
課
の
み
な
ら
ず
隣
の
課
ま
で
響
き

渡
り
、
職
員
の
中
に
は
恐
怖
を
感
じ
た

者
、
事
務
や
電
話
を
一
時
中
断
し
た
者

も
お
り
、
町
の
事
務
執
行
に
支
障
を
来

た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
言
動
は
議
員
と

し
て
極
め
て
不
適
切
で
あ
り
、
大
変
遺

憾
に
思
う
。
議
員
と
し
て
良
識
あ
る
言

動
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
議
会
と

し
て
適
切
に
対
処
し
て
ほ
し
い
」
と
の

申
入
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
妹
川
議
員
は
否
認
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
議
長
は
「
議
員
は
品
位
を
保
つ
べ

く
自
覚
を
持
ち
、再
発
を
慎
む
よ
う
に
」

と
厳
重
注
意
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
横
尾
議
員
か
ら
妹
川
議
員

へ
の
辞
職
勧
告
決
議
を
求
め
る
動
議
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
が
注
意
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
過
ち
す
ら
認
め
な
い
。
前
回
（
北

九
州
県
土
整
備
事
務
所
で
の
大
声
で
怒

鳴
る
行
為
）
に
引
き
続
き
、
今
回
は
2

度
目
で
あ
り
、
妹
川
議
員
の
言
動
は
、

芦
屋
町
議
会
の
品
位
と
名
誉
を
傷
つ
け

る
だ
け
で
な
く
公
人
で
あ
る
町
議
会
議

員
と
し
て
の
資
質
を
欠
い
て
い
る
た

め
、
辞
職
勧
告
決
議
を
提
出
す
る
。

両
者
の
対
応
、
妹
川
議
員
の
取
っ

た
言
葉
、
議
長
に
対
し
て
説
明

さ
れ
た
こ
と
の
内
容
確
認
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
た
の
か
。

決
議
案
に
書
い
て
あ
る
。
素
直

に
謝
れ
ば
よ
か
っ
た
。

調
査
特
別
委
員
会
を
つ
く
っ
て

真
実
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
。

事
件
が
起
き
た
の
は
６
月
、
い

ま
さ
ら
特
別
委
員
会
を
つ
く
っ

動 議

辞
職
勧
告
決
議
が
賛
成
多
数
で
可
決

妹
川
議
員
に
対
す
る

◆
辞
職
勧
告
決
議
案
の
提
出
理
由

問答

　
議
員
は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表

者
と
し
て
議
会
の
構
成
員
と
な
り
、
人

格
・
識
見
と
も
に
優
れ
た
代
表
者
で
あ

り
、
常
に
自
分
の
行
動
に
は
責
任
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
妹
川
議
員
は
、
議
長
が
厳
重
注
意
を

行
っ
て
い
た
席
上
「
誰
が
そ
ん
な
こ
と

を
言
っ
て
い
る
の
か
」「
そ
ん
な
や
わ

な
職
員
ば
か
り
な
の
か
」「
私
を
貶
お
と
し

め

よ
う
と
し
て
い
る
」
な
ど
と
発
言
し
、

反
省
や
謝
罪
の
気
持
ち
は
全
く
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
反
省
も
な
く
再
度
の
言
動
は
、
芦
屋

町
議
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
重
大
な
行

為
で
あ
る
。

常
に
自
分
の
行
動
に
は
責
任

を
持
つ

賛
成
討
論

内
海
猛
年
議
員

　
議
員
の
身
分
に
関
わ
る
辞
職
勧
告
を

突
然
出
さ
れ
て
も
、
短
時
間
で
即
決
す

る
こ
と
は
お
か
し
い
と
考
え
る
。
言
わ

れ
た
よ
う
な
時
系
列
の
問
題
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
議
会
で
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
事
実
を
解
明
し
た
上
で
、
ど
う

い
っ
た
処
分
に
す
る
か
議
員
が
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
議
員
の
多
数
を
力
に
強
行
す
る
こ
と

に
は
断
固
反
対
す
る
。

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

事
実
を
解
明
す
べ
き

反
対
討
論

川
上
誠
一
議
員

問

て
何
を
確
か
め
る
の
か
。
な
ぜ
自
分
た

ち
で
調
査
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
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Ｔ . Ｏさん（62 歳）

今後議会と町民が一体化
した活動を行い、報告や
情報発信してほしい。

昔は文字ばかりで見にく
かったが写真などが多く
見やすくなった。

Ｍ . Ｍさん（71 歳）

　議案の賛否を掲載しています。
　※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

９月定例会で意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対、除：除斥 を表しています。

議案名

芦屋町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

の制定
令和３年度芦屋町国民宿舎特別会計決算の認定

芦屋町地域福祉計画推進委員会設置条例の一部を改正する条
例の制定 令和３年度芦屋町給食センター特別会計決算の認定

芦屋町環境美化推進委員会設置条例の制定 令和３年度芦屋町モーターボート競走事業会計決算の認定

芦屋町バス条例の一部を改正する条例の制定 令和３年度芦屋町公共下水道事業会計決算の認定

芦屋町保育所設置条例及び芦屋町立保育所苦情解決第三者委
員設置条例を廃止する条例の制定 芦屋釜の里収蔵展示施設改修工事請負契約の締結

令和４年度芦屋町一般会計補正予算（第４号） 監査委員の選任同意

令和４年度芦屋町モーターボート競走事業会計補正予算　
（第２号）

令和３年度芦屋町モーターボート競走事業会計未処分利益剰
余金の処分

令和３年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別
会計決算の認定

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

芦屋町私債権管理条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 可決

令和３年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 認定

令和３年度芦屋町国民健康保険特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 認定

令和３年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 認定

妹川議員に対する辞職勧告決議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 除 ○ × ○ ー ８ ２ 可決

満場一致で可決、同意された議案
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10月臨時会の議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

令和４年度芦屋町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 11 ０ 可決

 10 月
臨時会

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格

高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
令
和

４
年
度
非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変
世
帯

に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

家
計
急
変
世
帯
と
は
。

令
和
４
年
度
は
住
民
税
課
税
世

帯
で
あ
る
が
、
令
和
４
年
１
月

以
降
に
予
期
せ
ぬ
事
態
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
、
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
収
入

状
況
と
な
っ
た
世
帯
の
こ
と
。
対
象
と

な
る
世
帯
は
町
に
申
請
が
必
要
。

家
計
急
変
世
帯
の
対
象
と
な
る

収
入
の
目
安
は
。

令
和
４
年
１
月
～
12
月
の
間
に

１
カ
月
で
も
非
課
税
世
帯
同
様

の
水
準
に
収
入
が
減
少
し
て
い
れ
ば
申

請
は
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
年
金
暮
ら
し
の
夫
婦
の

世
帯
で
夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は

家
計
急
変
世
帯
に
該
当
す
る
の
か
。

基
準
日
の
９
月
30
日
よ
り
前
に

夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
家

計
急
変
世
帯
と
な
り
確
認
書
を
送
付
す

る
。な
お
、９
月
30
日
以
降
に
亡
く
な
っ

た
場
合
は
、
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

を
申
し
出
る
必
要
が
あ
る
。

物
価
高
騰
で
商
業
、
漁
業
、
農

業
事
業
者
や
高
齢
者
・
障
が
い

者
施
設
、
さ
ら
に
は
保
育
施
設
な
ど
も

大
変
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
物
価
高

騰
に
対
す
る
町
独
自
の
施
策
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

商
業
、
漁
業
、
農
業
や
保
育
施

設
は
所
管
が
違
う
た
め
、
こ
の

場
で
回
答
で
き
な
い
が
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
施
設
な
ど
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
第

11
弾
で
５
～
10
万
円
を
給
付
し
て
い
る

の
で
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問答問答 ◆
低
所
得
世
帯
に
５
万
円

給
付 国

の
物
価
高
騰
緊
急
支
援

１
億
９
０
０
万
円
の
増
額
補
正

問問答 答

大石　妃美呼さん
　　　桃寧ちゃん（柏原区）

　
町
内
で
３
人
の
子
育
て
を
し

な
が
ら
美
容
室
を
経
営
し
て
い

ま
す
。
物
価
高
騰
で
さ
ま
ざ
ま

な
物
が
値
上
が
り
し
た
の
で
、

美
容
室
メ
ニ
ュ
ー
を
少
し
変
更

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
の
送
迎
も
行
っ
て
い
る
の
で

ガ
ソ
リ
ン
高
騰
も
大
き
な
打
撃

で
す
。

　
芦
屋
町
は
独
自
の
コ
ロ
ナ
支

援
策
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

社
会
情
勢
を
意
識
し
た
町
の
み

ん
な
が
助
か
る
支
援
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

住
民
の
声
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町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

12 松岡　泉
学校ゼロエネルギー化

防災・減災

13 川上 誠一
芦屋中央病院の交通体系

コロナ禍における原油価格・物価高騰等に対する農漁業支援

14 本田 　浩
商店の現況、後継者問題及び町の事業者支援

地域公共交通の利用状況、利用者の声及び今後

15 信国　浩
城山及び魚見公園の維持管理

海浜公園周辺の現況と今後の対応策

16 萩原 洋子
循環型社会の推進

児童生徒の心身の健やかな発達と通学カバンの重さ

17 長島　毅
空き家対策の取組

移住定住促進に向けて

18 妹川 征男
公文書の管理

芦屋町職員倫理条例（掲載なし）

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

　９月２日に７人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

　

一般質問
一般質問会議録

令
和
３
年
度
決
算

賛

否

一

覧

表

10

月

臨

時

会

条
例
・
補
正
予
算
・
そ
の
他

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや⑦ 令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号⑪



防災・減災

要配慮者の避難支援は

共助の仕組みづくり強化
総務課長

松松ま

つ

お

か

ま

つ

お

か
岡岡    

泉泉
い
ず
み

い
ず
み

録画中継

今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
要
配

慮
者
支
援
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
が
自
主
防
災
組
織
を
主
体
と
し

て
行
わ
れ
た
。
自
主
防
災
組
織
と
町

行
政
と
の
関
わ
り
方
は
。

自
主
防
災
組
織
か
ら
訓
練
や
出

前
講
座
な
ど
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
地
区
の
実
情
に
合
っ
た
指
導
、

助
言
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

意
見
交
換
会
は
住
民
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

町
の
職
員
や
防
災
士
、
民
生
委
員
な

ど
の
参
加
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
は
。

問
題
解
決
に
職
員
が
入
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
必

要
に
応
じ
て
こ
れ
ら
の
参
加
を
促
し

て
い
き
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
や
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど

の
た
め
に
、
多
く
の
自
治
体
で
防
災

ア
プ
リ
の
導
入
が
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
導
入
の
考
え
は
。

福
岡
県
は
今
年
度
に
防
災
情

報
提
供
ア
プ
リ
の
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。「
私
の
避
難
行
動
計

画
作
成
」
機
能
が
あ
る
の
で
住
民
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
急
務

な
中
、
学
校
施
設
は
有
意
義

な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
効
果

は
防
災
機
能
の
確
保
や
子
ど
も
の
環

境
教
育
に
活
用
で
き
る
。
学
校
ゼ
ロ

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
取
り
組
み
は
。

文
部
科
学
省
と
国
土
交
通
省

が
共
催
で
、
学
校
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
推
進
方
策
検
討
会
を
設

置
し
、
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
学
校
設
置
者
に
対
し
て
、

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
計
画
の
作
成

を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
町

で
は
計
画
を
策
定
し
て
い
な
い
。

学
校
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
計

画
が
な
い
が
、
学
校
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
削
減
の
推
進
は
。

学
校
施
設
の
ゼ
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
の
必
要
性
は
理
解
し

て
い
る
。
施
設
改
修
を
行
う
際
は

環
境
を
考
慮
し
、
環
境
負
荷
の
低
減

に
配
慮
し
た
整
備
に
努
め
て
い
る
。

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
伴
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育

の
取
り
組
み
は
。

太
陽
光
発
電
設
備
を
整
備
し

た
中
学
校
で
は
、
発
電
状
況

な
ど
を
校
舎
内
の
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
。
整

備
し
た
も
の
を
活
用
す
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
施
設
整

備
の
際
の
課
題
と
し
た
い
。

答

問 答 問

問

問

答

答問答

学
校
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

化

問答

要配慮者の避難に関わる意見交換会の様子
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中
央
病
院
か
ら
芦
屋
方
面
に

行
く
バ
ス
は
平
日
で
タ
ウ
ン

バ
ス
が
６
便
、
市
営
バ
ス
が
28
便
、

巡
回
バ
ス
が
14
便
で
合
わ
せ
て
48
便

あ
る
が
、
北
コ
ー
ス
の
田
屋
、
山
鹿

方
面
は
７
便
し
か
な
い
。
山
鹿
方
面

を
拡
充
す
る
た
め
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

配
置
す
べ
き
で
な
い
か
。

車
両
の
購
入
や
運
行
委
託
費

な
ど
費
用
の
面
か
ら
難
し
い
。

ま
た
、
同
じ
経
路
に
無
料
の
バ
ス
を

運
行
さ
せ
る
こ
と
は
北
九
州
市
と
の

公
共
交
通
の
確
保
に
関
す
る
協
定
書

に
相
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
町
と
し

て
は
、
１
０
０
円
バ
ス
の
令
和
５
年

以
降
の
期
間
を
延
長
す
る
議
論
を
考

え
て
い
る
。

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
や
買

い
物
難
民
対
策
の
た
め
に
も

バ
ス
を
配
置
し
、
交
通
体
系
の
充
実

が
必
要
で
あ
る
。
巡
回
バ
ス
は
午
後

は
２
便
し
か
な
い
が
、
病
院
の
利
便

性
向
上
の
た
め
北
コ
ー
ス
の
増
便
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

路
線
の
見
直
し
や
利
便
性
の

向
上
施
策
は
引
き
続
き
取
り
組
み
、

利
用
者
が
増
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
増

便
を
含
め
た
運
行
の
見
直
し
を
考
え

た
い
。原

油
価
格
や
物
価
が
高
騰
し

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
農

漁
業
事
業
者
に
対
し
て
岡
垣
町
や
宗

像
市
、
新
宮
町
で
は
農
業
機
械
や
漁

船
の
燃
料
使
用
量
に
応
じ
て
燃
料
価

格
の
高
騰
分
に
対
す
る
補
助
を
打
ち

出
し
た
が
、
芦
屋
町
で
も
厳
し
い
経

営
状
況
に
あ
る
農
漁
業
に
対
し
て
支

援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
は
住

民
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
も

燃
料
を
使
用
し
て
い
る
の
で
影
響
は

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
町
と
し

て
は
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
や
住
民
に
事
業
復
活

支
援
金
の
上
乗
せ
や
、
生
活
応
援
商

品
券
の
発
行
事
業
を
行
い
、
支
援
し

て
い
る
。
今
後
の
国
・
県
の
コ
ロ
ナ

や
物
価
高
騰
の
状
況
を
注
視
す
る
。

燃
油
価
格
は
令
和
２
年
で
１

㍑
55
円
だ
っ
た
の
が
令
和
４

年
に
は
１
㍑
１
０
２
円
と
２
倍
に

値
上
が
り
し
て
い
る
。
イ
カ
釣
り

の
漁
業
者
は
年
間
の
燃
油
代
が
約

１
５
０
万
円
に
な
り
、
関
連
経
費
を

含
め
る
と
大
変
厳
し
い
も
の
に
な

る
。
農
業
者
も
燃
料
費
だ
け
で
な
く

肥
料
代
な
ど
が
高
騰
し
て
い
る
。
町

も
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
・
県
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問答

問答

芦屋中央病院の交通体系

シャトルバスの配置を

費用対効果の面で難しい
環境住宅課長

問答

問答

川川か

わ

か

み

か

わ

か

み
上上
誠誠せ

い

い

ち

せ

い

い

ち
一一

録画中継

中央病院に停車するタウンバス

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
に
対
す

る
農
漁
業
支
援
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商店の現況、後継者問題、事業者支援

商店の現況と後継者問題

重要課題として取り組む
産業観光課長

録画中継

令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号

７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

本本ほ

ん

だ

ほ

ん

だ
田田    

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し  

商
店
の
現
況
に
つ
い
て
、
規
模

や
商
店
数
、
職
業
種
と
後
継
者

は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

芦
屋
町
商
工
会
か
ら
、
業
種
、

店
舗
数
、
従
業
員
数
な
ど
は

回
答
し
て
も
ら
っ
た
が
、
後
継
者
情

報
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

事
業
者
支
援
制
度
の
中
か
ら

芦
屋
町
創
業
促
進
支
援
事
業

補
助
金
の
内
容
と
、
今
ま
で
申
請
さ

れ
た
件
数
は
何
件
か
。

芦
屋
町
内
で
創
業
す
る
人
を

対
象
に
創
業
費
用
の
２
分
の

１
、
最
大
２
０
０
万
円
を
補
助
す
る

制
度
で
あ
る
。
平
成
27
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
末
ま
で
に
申
請
を
受
け
た

事
業
者
数
は
、
22
事
業
者
で
あ
る
。

芦
屋
町
創
業
促
進
支
援
事
業

補
助
金
に
該
当
し
な
い
事
業

所
も
町
内
に
あ
る
。
該
当
す
る
事
業

所
の
見
直
し
は
起
業
を
考
え
て
い
る

事
業
者
に
と
っ
て
、
芦
屋
町
で
起
業

す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
が
。

芦
屋
町
創
業
支
援
事
業
補
助

金
は
、
需
要
の
増
大
や
雇
用
創
出
を

目
的
と
し
、
新
た
に
創
業
を
行
う
者

に
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
創
業
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
要
綱
の
内
容
は
経
済
の
動
向
や

創
業
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

巡
回
バ
ス
が
２
路
線
か
ら
３

路
線
に
増
便
さ
れ
２
年
が
経

過
し
た
。
利
用
の
状
況
は
。

利
用
者
は
、
２
路
線
か
ら
３

路
線
に
増
便
さ
れ
た
令
和
２

年
度
が
２
万
９
５
０
２
人
、
令
和
３

年
度
が
３
万
２
３
５
４
人
で
あ
る
。

「
足
が
悪
い
と
近
く
で
も
荷
物

を
持
っ
て
の
移
動
が
難
し
い
」

と
い
う
声
が
あ
る
。
巡
回
バ
ス
を
既

定
の
経
路
や
時
刻
表
の
無
い
予
約
型

の
バ
ス
で
あ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
式
に

一
路
線
で
も
試
行
し
て
は
ど
う
か
。

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
方
式
は

歩
行
が
困
難
な
高
齢
者
に

と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
現
在
無
償
で
路
線
運
行
し
て
い

る
巡
回
バ
ス
を
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

方
式
で
運
行
す
る
こ
と
は
、
芦
屋
町

が
町
内
限
定
で
無
償
の
タ
ク
シ
ー
運

行
を
行
う
と
い
う
意
味
と
な
り
、
民

間
事
業
者
の
圧
迫
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
懸
念
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
た
め
、
慎
重
な
検
討
が
必

要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

答

問

答

答 答問 問

問

答

問 地
域
公
共
交
通
の
利
用
状

況
、
利
用
者
の
声
及
び
今

後

注
１

役場前で待機している３路線バス

※注１：オンデマンド

　利用者からの要求があった際に、その要求に応じてサービスを提供すること。
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城山公園及び魚見公園の維持管理

委託内容を見直す考えは

必要に応じ内容を見直す
産業観光課長

録画中継

令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号
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使用禁止となっている城山公園中腹のトイレ

公
園
は
安
全
・
安
心
な
環
境

整
備
が
肝
要
で
あ
り
、
緊
急

時
な
ど
は
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で

き
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
危
険
箇

所
に
対
す
る
対
策
が
取
ら
れ
て
い
な

い
場
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
城
山
公

園
の
今
後
の
対
応
策
は
。

城
山
公
園
内
で
は
、
現
在
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
場
所

が
１
カ
所
あ
る
。
公
園
の
維
持
管
理

は
、巡
回
と
委
託
業
者
に
よ
る
除
草
・

清
掃
・
巡
視
が
中
心
で
あ
り
、
今
後

は
異
常
箇
所
の
早
期
発
見
と
対
応
の

た
め
、
業
者
に
も
異
常
発
見
時
は
速

や
か
に
連
絡
し
て
も
ら
う
。

城
山
公
園
中
腹
の
ト
イ
レ
は
、

長
年
放
置
さ
れ
廃
墟
と
化
し

危
険
で
あ
る
。
壊
れ
て
も
継
続
し
た

維
持
管
理
を
す
べ
き
だ
が
、
現
状
と

今
後
の
整
備
計
画
は
。

城
山
公
園
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、

使
用
禁
止
と
し
て
い
る
。
今
後

は
撤
去
す
る
予
定
だ
が
、
撤
去
ま
で

の
間
は
安
全
策
を
講
じ
て
管
理
す
る
。

近
年
の
環
境
変
化
に
伴
い
業

務
内
容
も
様
変
わ
り
し
て
き

て
い
る
中
、
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
基

準
の
見
直
し
と
環
境
の
変
化
に
も
対

応
し
た
業
務
内
容
の
見
直
し
が
必
要

と
な
る
が
、
今
後
、
管
理
業
務
の
委

託
内
容
を
見
直
す
計
画
は
。

城
山
公
園
の
委
託
内
容
は
園

路
や
園
内
の
除
草
お
よ
び
中

低
木
の
剪
定
や
清
掃
が
中
心
で
あ

る
。
毎
年
、
費
用
対
効
果
や
現
状
を

踏
ま
え
て
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
た

内
容
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

海
浜
公
園
周
辺
に
は
飛
砂
防

止
柵
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
劣
化
に
よ
り
危
険
な
状
態

で
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

早
急
に
対
策
を
講
じ
る
考
え
は
。

維
持
管
理
は
県
が
担
う
た
め
、

町
と
し
て
は
現
地
の
状
況
を

適
宜
把
握
し
、
危
険
な
も
の
が
あ
っ

た
場
合
は
、
今
後
も
県
に
対
し
対
策

を
求
め
て
い
く
。

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
ア
ク
ア
シ

ア
ン
は
建
築
経
過
年
数
も
長

く
、
経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
が
散
見

さ
れ
る
。
継
続
的
な
維
持
管
理
は
多

く
の
費
用
や
労
力
が
必
要
と
な
る

が
、
今
後
の
厳
し
い
管
理
体
制
に
備

え
た
整
備
計
画
や
対
策
は
。

整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
い
る
。
さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
を

目
指
し
、
安
全
に
施
設
を
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
関
係
者
と
連
携
し
、

維
持
管
理
に
努
め
る
。

問答

答

答

答問

問

問

問答

海
浜
公
園
周
辺
の
現
況
と

今
後
の
対
応
策

信信の
ぶ
く
に

の
ぶ
く
に国国

　　

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し
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児童生徒の通学カバンの重さ

通学かばんの重さ対策を

重さと体調の調査をする
学校教育課長

録画中継

萩萩は
ぎ
わ
ら

は
ぎ
わ
ら原原

　　
洋洋ひ
ろ
こ

ひ
ろ
こ子子

文
科
省
は
、
教
科
書
な
ど
が

過
重
に
な
る
こ
と
で
児
童
生

徒
の
発
達
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
の

懸
念
な
ど
か
ら
各
学
校
に
工
夫
例
を

通
達
し
た
が
、
今
も
通
学
か
ば
ん
が

重
い
と
の
声
が
あ
る
が
見
解
は
。

教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
は
年
々

増
え
続
け
、
英
語
や
道
徳
の

必
修
化
で
教
科
も
増
え
、
２
０
２
０

年
ま
で
の
15
年
間
で
１
・
７
倍
に

な
っ
た
。
文
科
省
の
通
達
は
町
内
の

小
中
学
校
に
周
知
し
、
適
切
に
運
用

し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

小
学
１
年
で
平
均
６
・
８
㌔
、

中
学
生
で
も
６
～
８
㌔
の
か

ば
ん
を
持
っ
て
登
校
し
て
い
る
児
童

生
徒
が
い
る
。
調
査
し
て
は
。

学
校
に
通
知
し
、
調
査
す
る
。

か
ば
ん
の
重
さ
対
策
と
な
る

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
は
。

文
科
省
の
令
和
６
年
度
導
入

を
見
据
え
、
芦
屋
町
は
小
学

５
年
生
～
中
学
３
年
生
の
英
語
と
国

語
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

中
学
校
の
か
ば
ん
の
肩
紐
は

細
く
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
な
い

た
め
生
徒
か
ら
は
痛
み
の
訴
え
が
あ

る
。
リ
ュ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
か
ば
ん
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
考
え
は
。

令
和
５
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
。

中
学
生
の
自
転
車
通
学
エ
リ

ア
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

す
ぐ
に
範
囲
拡
大
の
約
束
は

で
き
な
い
が
、
議
題
に
の
せ

た
い
。

小
学
校
で
水
筒
の
水
を
補
充

で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

十
分
に
調
査
し
た
上
で
方
向

性
を
見
い
だ
し
た
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法

の
施
行
で
、
今
後
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物
の
分
別
収

集
は
。洗

面
器
な
ど
の
製
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
も
分
別
収
集
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
後
、
北
九
州
市
の
実

証
事
業
の
結
果
を
受
け
検
討
す
る
。

マ
イ
ボ
ト
ル
の
推
進
や
脱
プ

ラ
実
現
を
目
指
す
考
え
は
。

役
場
な
ど
の
自
動
販
売
機
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
を
減
ら

し
、
紙
パ
ッ
ク
飲
料
を
増
や
す
こ
と

で
プ
ラ
ご
み
削
減
の
機
運
づ
く
り
や

マ
イ
ボ
ト
ル
普
及
の
周
知
も
図
る
。

　
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
港
化
で
は
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
運
営
理
念
を
掲
げ

て
い
く
。

問答

問答

問答

問

問

答

答

問答

循
環
型
社
会
の
推
進

問答問答

通学途中の中学生

令
和
３
年
度
決
算

賛

否

一

覧

表

10

月

臨

時

会

条
例
・
補
正
予
算
・
そ
の
他

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ⑯令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号

７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～



移住定住促進に向けて

移住・定住の将来像は

空き家空き地を整理する
町長

録画中継

長長な
が
し
ま

な
が
し
ま島島

　　

毅毅
つ
よ
し

つ
よ
し

中
古
住
宅
解
体
後
の
新
築
住

宅
建
築
補
助
金
制
度
の
申
請

状
況
は
。

令
和
３
年
度
は
申
請
２
件
、

交
付
額
１
９
０
万
円
、
令
和

４
年
度
は
現
時
点
で
申
請
５
件
、
交

付
額
４
７
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

空
き
家
の
解
消
と
と
も
に
定
住
促
進

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

空
家
・
空
地
バ
ン
ク
の
登
録

済
み
物
件
数
と
過
去
の
成
約
数

や
移
住
者
は
。

現
在
、
空
き
家
が
４
件
、
空
き

地
が
２
件
で
、
平
成
28
年
の
開

始
か
ら
合
計
23
件
の
登
録
が
あ
り
、

う
ち
17
件
は
成
約
に
よ
り
登
録
抹
消

し
た
。
現
状
の
運
用
で
は
、
売
り
た

い
人
・
貸
し
た
い
人
の
み
が
町
と
や

り
取
り
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
移
住

目
的
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

登
録
数
が
少
な
い
が
、
周
知
や

今
後
の
取
り
組
み
は
。

意
向
調
査
の
郵
送
物
や
、
固

定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に

チ
ラ
シ
を
同
封
し
、周
知
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
近
隣
の
不
動
産
会
社
に
も

移
住
・
定
住
支
援
関
係
の
チ
ラ
シ
や
、

空
家
・
空
地
バ
ン
ク
の
チ
ラ
シ
を
送

付
し
、
町
内
外
へ
の
周
知
も
行
う
。

移
住
定
住
促
進
の
将
来
像
は
。

ま
ず
は
空
き
家
空
き
地
を
整
備

し
、
空
家
空
地
バ
ン
ク
を
通
じ

て
移
住
定
住
を
し
て
も
ら
う
施
策
が

熱
を
帯
び
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

空
家
等
実
態
調
査
業
務
委
託

の
概
要
や
現
状
は
。

空
き
家
な
ど
の
利
活
用
や
適

正
管
理
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
委
託
事
業
者
や
町
が

把
握
し
て
い
る
空
き
家
情
報
を
基
に

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
現
地
調

査
を
行
っ
た
。

現
在
ま
で
の
空
き
家
の
推
移
は
。

令
和
２
年
度
は
１
４
５
件
。
令

和
３
年
度
は
１
８
０
件
と
な
っ

て
い
る
。

老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
補
助

金
の
申
請
・
交
付
状
況
は
。

令
和
２
年
度
は
申
請
17
件
、
交

付
額
１
０
２
５
万
３
０
０
０

円
、
令
和
３
年
度
は
申
請
28
件
、
交

付
額
１
５
９
９
万
円
で
あ
る
。
解
体

後
は
建
て
替
え
や
駐
車
場
な
ど
に
活

用
、
ま
た
、
売
却
さ
れ
不
動
産
の
流

動
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問答

答

答 問 答

問

問

問答問 空
き
家
対
策
の
取
組

答

町内の空き家（空家バンクに登録済み）

問答
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公文書の管理

改ざんがあった場合は

刑事事件も考えられる
総務課長

録画中継

妹妹い
も
か
わ

い
も
か
わ川川

征征い
く
お

い
く
お男男

芦
屋
町
情
報
公
開
条
例
の
目

的
は
。

公
開
を
求
め
る
権
利
を
明
ら
か

に
し
、
町
行
政
に
対
す
る
住
民

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
住
民
参
加

に
よ
る
町
政
の
進
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

公
文
書
管
理
の
専
門
家
は

「『
役
所
は
記
録
が
残
っ
て
い

る
と
不
都
合
』『
記
録
に
あ
っ
て
も

出
し
た
く
な
い
』
書
類
が
あ
る
。
決

裁
文
書
の
改
ざ
ん
は
誰
が
、
誰
の
指

示
で
行
っ
た
の
か
。
行
政
活
動
の
質

が
悪
か
っ
た
り
、
適
切
性
や
合
理
性

に
欠
け
れ
ば
、
行
政
文
書
の
扱
い
や

情
報
公
開
も
お
か
し
く
な
る
の
は
当

然
」
と
話
し
て
い
る
。
公
文
書
の
改

ざ
ん
や
隠
蔽
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
、

町
長
に
伺
う
。

公
文
書
は
町
の
意
思
決
定
で

あ
り
、
地
方
行
政
の
基
本
で

あ
る
。
公
文
書
の
改
ざ
ん
や
隠
蔽
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

議
場
内
に
配
布
し
て
い
る
二

つ
の
資
料
は
、
情
報
公
開
の
開
示
日

は
異
な
る
が
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
方
は
「
埋
立
て
工

事
は
町
が
発
注
し
た
も
の
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
「
し
て
い
な
い
。」

と
記
録
さ
れ
、
も
う
一
方
は
、
そ

の
記
録
の
一
行
が
消
し
去
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
決
裁
文
書
は
、
課

長
、
町
長
な
ど
の
公
印
が
あ
る
が
、

な
ぜ
、
何
の
た
め
に
消
し
た
の
か
。

決
裁
文
書
に
押
印
し
た
課
長
が
「
分

か
ら
な
い
。」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

二
重
帳
簿
で
は
な
い
か
。
ど
ち
ら
が

正
し
い
の
か
。

今
は
、
分
か
ら
な
い
。

職
員
が
作
成
し
た
公
文
書
を

都
合
よ
く
改
ざ
ん
す
る
。
そ

ん
な
こ
と
が
ま
か
り
通
れ
ば
誰
も
行

政
を
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
。
公
文
書

が
適
正
に
保
管
さ
れ
な
け
れ
ば
、
行

政
の
政
策
決
定
が
正
し
か
っ
た
の
か

ど
う
か
町
民
が
判
断
す
る
材
料
も
失

わ
れ
、
町
民
の
知
る
権
利
を
侵
す
こ

と
に
な
る
。

議
員
の
質
問
は
、「
何
か
隠
蔽

し
て
い
る
。」
と
聞
こ
え
る
が
。

そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
い
る

の
で
は
な
い
。
も
し
、
公
文

書
の
改
ざ
ん
や
隠
蔽
が
あ
っ
た
場

合
、
民
主
主
義
を
根
本
か
ら
否
定
す

る
重
大
な
犯
罪
行
為
で
あ
る
。
公
文

書
偽
造
罪
、
虚
偽
公
文
書
作
成
罪
に

該
当
す
る
が
、
芦
屋
町
は
ど
う
対
処

す
る
か
。

万
が
一
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
刑
事
事
件
に
な

る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

答 答

答

答

問 問問

問

答

問

開示文書

※

※本会議最終日に執行部より回答がありましたので p20 に掲載しています。
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議会だよりあしや⑲ 令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号

視察レポート①視察レポート①
日　程：9 月 20 日 ( 火 ) ～ 22 日（木）

視察先：ボートレース尼崎、鳥取砂丘砂の美術館、

　　　　ボートレース丸亀、今治市クリーンセンター

視察者：横尾武志、本田浩、信国浩、萩原洋子、長島毅、中西智昭

唯一無二の砂の彫刻大型室内展示場を視察
　視察先の尼崎では、最新のモーヴィーを、丸
亀ではナイター施設と建設中のモーヴィーを視

察しましたが、改めてモーヴィー芦屋の規模の

大きさと遊具種類の充実さを実感しました。

　鳥取市の砂の美術館では、芦屋町に同規模の

大型室内展示場が建設予定となっている事か

ら、美術館内を「芦屋町であれば」とイメージ

しながら視察しました。この施設は年間 40 万

人ほどの入場者があり、関西方面の方が多くリ

ピート率は 20％あることなど説明を受けまし

た。鳥取市は砂丘観光が有名ですが、芦屋町は

隣接する北九州市をはじめ周辺人口が多いこと

から来町者のリピート率向上への工夫が観光力

向上への課題だと感じました。

　今治市クリーンセンターでは日頃からレクリ

エーション施設として地域に開放されているご

み処理場と防災施設が一体となったバリクリー

ンを視察しました。視察で得た情報は、今後の

安心・安全な町づくりや観光地としての町づく

りの参考となりました。

行政視察

鳥取砂丘砂の美術館

日　程：10 月 5 日 ( 水 ) ～ 7 日（金）

視察先：北海道鷹栖町議会、北海道訓子府町議会

視察者：萩原洋子、信国浩、内海猛年、本田浩、長島毅、中西智昭

住民目線に立った広報誌づくり

　今回３年ぶりの視察先は、町村議会広報全国

コンクール上位の鷹栖町議会と訓子府町議会で

した。鷹栖町議会は新聞折込のようなチラシで

町民に情報を発信し、傍聴者へ周知を図ってい

ました。議会傍聴ガイドブックの作成や、傍聴

者が一般質問を評価するための「通信簿」を導

入するなど、斬新なアイデアが生まれたのは、

３期連続無投票選挙で危機感を覚え、広報を後

押ししたとのことでした。また、議長の「責任

は自分が取るからやってみよう」と励ましの言

葉はとても印象に残りました。

　訓子府町議会では、町民から選定した議会モ

ニターの意見を参考にした紙面づくりや、一般

質問の内容を振り返ったコーナーを掲載するな

ど、町民目線に立った広報づくりに取り組んで

いました。

　今回学んだ先進的な企画・構成を取り入れ、

読みやすく町民に開かれた議会広報誌を目指し

ていきたいです。また、議会広報誌は作成する

ことだけに留まらず、議会改革の視点も踏まえ、

町民の負託に応えたいと思います。

議会広報
委員会視察

鷹栖町議会の視察の様子
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日　程：10 月 12 日（水）～ 14 日（金）

視察先：鴻巣市役所、境町役場、泉屋博古館

視察者：松岡泉、中西智昭、小田武人

　　　　内海猛年、川上誠一、萩原洋子

ＡＩやデジタルを活用した町づくり

　今回の視察先は埼玉県鴻巣市立中央図書館と

茨城県境町自動運転バスなどを視察しました。

　鴻巣市立中央図書館では電子図書を導入して

おり、ネット回線を活用した図書館サービスを

行っていました。通信の利便性により、コロナ

禍でも安心して読書ができるなどの利点が見え

た一方、電子図書の導入は初期投資が高額なた

め、図書の利用者数や予算の見直しなどが必要

と感じました。

　境町では国の地方創生交付金を活用し、全国

で初の取り組みとなる自動運転バスの実証運行

を行っています。乗車した感想は、時速 20km

のため安全性は確保できるが、渋滞が発生する

など、主要道路での運行は厳しいと感じました。

　その事業を受託している「株式会社さかいま

ちづくり公社」は観光協会であった組織を法人

化し、「道の駅さかい」の管理・運営や「ふる

さと納税」の受託を行っています。

　芦屋町としてもＡＩやデジタル化の視点を取

り入れた町づくりを目指していくことが必要だ

と感じました。

民生文教
委員会視察

次回の定例会は 12月 8日開会予定

議会を傍聴してみませんか？

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、

本会議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※ 日程は変更になる場合があります。傍聴を希望する場合は議会

事務局にお問い合わせください。　（℡ 223-3579）

※新型コロナウイルス感染症の今後の状況によっては、傍聴をお

　断りする可能性がありますので、ご了承ください。

議会録画中継録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧

ください。録画中継は本会議当日から７

日以内（土日祝日のぞく）に配信します。

録画中継ページ録画中継で見た表決の様子

　

９
月
定
例
会
で
の
妹
川
議
員
の
一

般
質
問
に
町
は
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
議
会
最
終
日
に
改
め

て
回
答
し
ま
し
た
。

な
ぜ
文
書
を
消
し
た
の
か
。

調
べ
た
結
果
、
作
成
過
程
の

文
書
と
、
す
で
に
報
告
済
の

内
容
を
省
略
し
て
決
裁
を
受
け
た
文

書
の
ふ
た
つ
が
存
在
し
た
た
め
に
起

き
た
事
務
の
ミ
ス
で
あ
る
。

　
妹
川
議
員
の
資
料
請
求
に
は
作
成

過
程
の
文
書
を
、
情
報
公
開
で
は
報

告
済
み
の
内
容
を
省
略
し
て
決
裁
を

受
け
た
文
書
を
回
答
し
て
し
ま
っ
た

た
め
、
一
文
が
消
え
た
形
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

ど
ち
ら
の
文
書
が
正
し
い
の
か
。

２
つ
の
文
書
は
ど
ち
ら
も
公

文
書
で
あ
る
。

問答問答 妹
川
議
員
一
般
質
問
へ
の
回
答

自動運転バス
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　10 月８日（土）に芦屋町役場職員、航空自
衛隊芦屋基地隊員とその家族のみなさんと一緒

に芦屋海岸でボランティア清掃に参加しました。

　「あしや砂像展 2022」の開催に向け、総勢

２１０人のボランティアが、きれいな芦屋海岸

であしや砂像展を楽しんでいただくために汗を

かきました。ごみの集積場にはたくさんのごみ

が集められ、ごみの漂着物や不法投棄の多さを

実感しました。しかし、清掃後は芦屋海岸がき

れいになったことへの達成感を感じました。

清掃ボランティア

議会の活動を報告します議会の活動を報告します

遠賀郡議長会

　　　議員研修会

　今回の研修会は、熊本地震や熊本豪雨災害な
どで活動された、陸上自衛隊小倉駐屯地３等陸

佐吉山将志氏の貴重な経験からの講演でした。

　大災害が発生した場合、よくテレビで自衛隊

の救助活動の様子を目の当たりにすることがあ

りますが、入浴支援や巡回医療、慰問演奏など、

被災者の生活を支えるさまざまな支援の様子を

知ることができました。

　もしも芦屋町に大災害が発生した場合、自助・
共助も必要ですが、まずは公的支援が望まれま

す。そこで課題になるのが連携です。すぐに災

害派遣を受けるためには、町と自衛隊など各関

係機関との連携、住民間の連携、そして議員と

の連携などが重要になってきます。

　日頃から情報共有などの連携を意識した災害

対策のシステムを構築する必要があると感じま

した。

日　程：10 月８日（土）

場　所：芦屋海岸

参加者：辻本一夫、内海猛年、小田武人、松岡泉

　　　　本田浩、信国浩、萩原洋子、長島毅

日　程：10 月 25 日（火）

場　所：岡垣サンリーアイ

参加者：辻本一夫、内海猛年、小田武人、川上誠一、松岡泉

　　　　本田浩、信国浩、萩原洋子、長島毅、中西智昭

研修会の様子

清掃の様子 清掃後集合写真

議会だよりあしや令和 4 年 11 月 25 日　第 215 号㉑



町かど町かど
インタビューインタビュー
　　　　30 年続く稲刈り体験　　　　　30 年続く稲刈り体験　

～子どもたちに稲作の大変さを伝える～～子どもたちに稲作の大変さを伝える～
稲
刈
り
体
験
を
し
た

　
芦
屋
東
小
学
校
５
年
生

�

守
田
翔
琉
さ
ん
（
右
）

�

山
本
典
加
さ
ん
（
左
）

稲
刈
り
体
験
に
参
加
し
て
ど

う
で
し
た
か
。

初
め
て
の
稲
刈
り
体
験
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

５
月
に
田
植
え
を
し
た
時

は
５
セ
ン
チ
ほ
ど
だ
っ
た

苗
が
思
っ
た
以
上
に
大
き
く
な
っ
て

い
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。
大
き
く

な
っ
た
稲
を
鎌
で
刈
る
時
の
ギ
ザ
ギ

ザ
し
た
感
触
が
と
て
も
面
白
か
っ
た

で
す
。

こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

今
回
、
農
業
の
手
伝
い
を

経
験
し
た
こ
と
で
、
将
来

大
人
に
な
っ
た
時
に
き
っ
と
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。

５
月
に
田
植
え
し
た
時
は

と
て
も
暑
く
て
大
変
で
し

た
。
こ
ん
な
に
お
米
を
作
る
の
が
大

変
な
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
食
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

稲
刈
り
体
験
を
手
伝
う

　
JA
北
九
青
年
部

芦
屋
支
会
長

�

安
高
寿
倫
さ
ん

こ
の
稲
刈
り
体
験
は
ど
れ
く

ら
い
続
い
て
い
る
の
で
す
か
。

私
が
小
学
４
年
生
の
時
に
始

ま
っ
た
の
で
、
30
年
前
か
ら
続
い
て

い
ま
す
。
そ
の
間
ず
っ
と
農
協
青
年

部
が
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
活
動
を
続
け
て
い

る
の
で
す
か
。

最
近
は
何
で
も
手
軽
に
手
に

入
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

子
ど
も
た
ち
に
は
食
べ
る
物
を
作
る

大
変
さ
を
少
し
で
も
伝
え
て
い
き
た

い
と
の
思
い
で
続
け
て
い
ま
す
。

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

町内の小学５年生が稲刈り体験をしたっちゃ！

みんな楽しそうっちゃ！

Ａ
山本さん

Ａ
山本さん

Ａ
守田さん

Ａ
守田さん

編編  

集集  

後後
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委
員
長
　
　
萩
原
　
洋
子
　

　
副
委
員
長
　
信
国
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
長
島
　
　
毅

　
委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

　

秋
と
言
え
ば
読
書
の
秋
、
食

欲
の
秋
、
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
み

が
広
が
り
ま
す
。

　
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
新
米
が

食
べ
ら
れ
る
の
も
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。

　
今
回
、
子
ど
も
た
ち
が
稲
刈

り
し
た
の
は
「
も
ち
米
」
で
す
。

稲
刈
り
の
後
は
餅
つ
き
。

　
そ
ろ
そ
ろ
12
月
、
次
は
お
い

し
い
お
餅
が
食
べ
ら
れ
る
時
期

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
昔

な
が
ら
の
行
事
が
続
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

も
感
謝
し
な
が
ら
食
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

萩
原
　
洋
子

取材風景
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